
創立130周年を記念して、前号から「宮城学院広報」が
リニューアル！タイトルには新たに「Glory to God（天にみ
栄え）」を冠し、内容もさらに充実。宮城学院に関するさま
ざまな情報を、皆さまに見やすくわかりやすくお伝えします。156

vol.

2017.3

宮城学院での思い出
～旅立ちの時を迎えて～

創立130周年記念行事を
振り返って

特集

宮城学院広報
M I Y A G I  G A K U I N

タイトル「Glory to God」は宮城学院の校歌「天にみ栄え」の英訳であり、本学院の
キリスト教精神を象徴する言葉。旧東三番丁キャンパスの講堂内にも、この言葉が
掲げられていた。
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　中高講堂で開催された記念

礼拝。嶋田順好学院長の説

教、大学音楽科学生や中高聖

歌隊が賛美を、高校ハンドベ

ル班がハンドベルの演奏を披

露しました。続いて、淀川キリ

スト教病院理事長・前金城学

院学院長の柏木哲夫先生に

よる記念講演「支える、寄り

そう、背負う」が行われまし

た。その後、小ホールに場所

を移して行われた記念茶話会

では、音楽リエゾンセンター

の認定演奏員が見事な歌声を

披露しました。

学院創立130周年を迎えた2016年はさまざまな記念行事が行われました。
ここでは、昨年9月以降に実施された主な記念行事を紹介します。

記念礼拝・記念講演・記念茶話会
179

　在学生や保護者、卒業生、地域住民など、宮城学院にゆかり

のある方々を招いての食事会。イタリアンの有名店「ハミング

バード」の西條シェフと食品栄養学科の学生たちが考案したラ

ンチメニューで、楽しいひとときを過ごしました。

　仙台国際ホテルで行われた式典には、宮城学院の関係者に加え、奥山恵美子仙

台市長や一力雅彦河北新報社長など、約180人が出席しました。続いて行われた記

念祝賀会では、音楽科の及川浩治教授が見事な演奏を披露。祝いの席に花を添え

ました。

記念式典・記念祝賀会 810

　宮城学院礼拝堂のステンドグラス制作者ガブリエル・ロワール。その実子で「メートル・ダー

ル（日本の人間国宝にあたるフランスの名工の称号）」のステンドグラス作家ジャック・ロワー

ル氏を招いて、基調講演が行われました。ほかにも本学教授陣によるリレー講演、パネルディ

スカッションなども行われました。

公開国際シンポジウム
「ステンドグラスとはなにか 照らされる歴史・時代・空間」

1012

宮城学院大食卓会 259

　星野富弘氏の詩画作品

70点や富弘美術館のパネ

ルなどを展示。開催初日の

レセプションには、富弘美

術館長の聖生清重氏も出

席しました。ほかにも、ガ

ブリエル・ロワールの業績

を振り返る回顧展や教授

陣による各種講座も行わ

れるなど大盛況！期間中、

会場のせんだいメディア

テークには、2,600名を超

える人々が来場しました。

　東京エレクトロンホール

宮城を会場に、作詞・星野

富弘氏、作曲・なかにしあ

かね教授による名曲の

数々が披露されました。井

坂惠准教授による独唱、

音楽科OGによる重唱、宮

城学院創立130周年記念

合唱団によるステージな

ど、美しい歌声がすべての

来場者を魅了しました。

詩画と音楽でつづる星野富弘の世界　―響きあう心―

139

　宮城女学校の初代校長E・R・プールボーの記念

碑が完成し、9月13日（火）に除幕式が行われま

した。場所は建学の

泉のわきで、宮城学

院の新たなシンボル

が誕生しました。

プールボー記念碑除幕式

創立130周年記念行事を振り返って特集

【詩画展】 25 30～11 【コンサート】 2611



1日ごとに春の足音が増してくる3月。今年もたくさんの生徒や学生たちが、巣

立っていきます。ここでは、今月宮城学院を卒業し、新たなステージへと進む皆

さんに、宮城学院で過ごした日々の思い出などについてうかがいました。

宮城学院での思い出

～旅立ちの時を迎えて～

　豊かな自然に抱かれながら、こどもたちが“こどもらしく”過ごせる場所。それが森のこども園です。通園している娘は、園
内で目にするさまざまな昆虫に興味があるようで、帰宅後は虫の話をたくさんしてくれますし、本を買って調べているほど。緑
あふれる宮城学院ならではの魅力だと思います。また、園で作った工作を自宅に持ち
帰ってきてアレンジを加えたり、そこから新たなものを生み出したり、創造力も豊か
になったと実感しています。
　そして環境面以外でも、こどもの個性を尊重し、一人ひとり丁寧に面倒をみてくれ
る先生方にも感謝していますし、本当に頼れる存在です。
　卒園しても、日々のお祈りで養った「思いやりの心」を大切にしながら、相手のこ
とを思いやれる人になってほしいですね。

思いやりの心を養いながら
こどもが“こどもらしく”過ごせる場所。
それが森のこども園。

認定こども園 森のこども園 PTA会長 宮坂 枝里子さん

　中学校生活で最も印象に残っているのは「中総体での最後の試合」です。所属はバスケットボール班で、試合は終盤まで1
点を争うシーソーゲームでした。私は足がつって途中退場した上に、ゲームにも敗れました。試合後は悔しくて泣いてしまった
のですが、チームが一丸となって勝利をめざし、最後まで粘り強く戦えたことは本当
に良い思い出です。そして部活動だけでなく、学校の勉強や生徒会活動、3つすべて
を最後までやり抜いたことは、大きな自信になりました。
　4月から宮城学院高等学校に進学するのですが、バスケットボールは続けていきた
いです。もっと体力をつけて、チームメートや監督・コーチから信頼されるプレイヤー
になりたいです。そしてバスケットだけでなく、執行部の活動も両立していきたいと考
えています。将来やりたいことはまだ漠然としていますが、いろいろなことにチャレン
ジして、自分の可能性を広げていきたいです。

勝利をめざし、ひとつになった3年間。
高校でもバスケットを続けて
チームメートから信頼される選手に！

宮城学院中学校 3年 生徒会長 佐藤 花恋さん

　大学院での研究内容は「食育」。地産地消をテーマに、親子向けの収穫・料理体験や情報提供の効果について調べまし
た。常に「研究で得られた知見を現場にどう反映できるか？」を考え続けた、充実した大学院生活でした。
　一番印象に残っているのは、学会での発表です。「日本栄養改善学会」での発表
だったのですが、他大学の先生や専門家の方々の前での発表ということもあり、かな
り緊張しました。それでも発表終了後、さまざまな方々からアドバイスをいただいて
非常に参考になりましたし、大勢の前で発表できたことは貴重な経験でした。
　4月からは、宮城県の管理栄養士として働き始めます。大学院でのさまざまな研
究や経験をこれからのキャリアに活かし、自分自身も常に成長し続けていきたい
です。

大学院での研究や経験したことを
今後のキャリアに活かし
常に成長し続けていきたい！

宮城学院女子大学大学院 健康栄養学研究科 白崎 葉子さん

　大学生活で印象に残っているのは、たくさんの実習を経験できたこと。特に3年次は多くの実習を経験しましたが、実習前
は「大学での学びをどう生かすか？」そればかり考えていました。しかし幼稚園実習で、先生に「こどもと遊ぶことを楽しんで
る？」と言われ、ハッ！としました。その後は「こどもの信頼を得るには？」そこに重点
を置いて、過ごすようになりました。またデンマーク研修で、海外の保育園や幼稚園
などを見学。“こどもの思いを尊重する”という考え方を持つきっかけになった出来
事でした。
　卒業後は発達に障害のあるこどもたちが通う施設で、保育士として社会人生活を
スタートします。こどもの思いを尊重してあげられる保育士になること、こどもの発
達を促しながら自分自身も成長していきたいです。

学生時代の多くの実習で得たものを実践し
こどもの思いを尊重してあげられる
保育士になりたい！

宮城学院女子大学 発達臨床学科 4年 細川 真耶さん

　中高6年間を宮城学院で過ごしてきた私にとって、一番の思い出は「部活動」です。陸上競技班に所属していたのですが、
特に同学年2人の存在が大きかったです。元々は特別仲が良かったわけではないのですが、後輩たちが入部してくる際に「先
輩である私たちがやらなくちゃ！」という思いから、心をひとつにすることができま
した。尊敬できる2人の存在がなければ、部活動を続けることはできなかったと思
います。
　そして、運動会やクリスマス礼拝など、学校行事に生徒の自主性を重んじる宮城
学院のスタイルは、物事を継続することができなかった私に「あきらめないことの大
切さ」「物事をやり遂げた時の達成感」を教えてくれました。おかげで、部活動や生
徒会活動も最後まで続けることができました。

尊敬できる同級生に出会え
自主性を重んじるMGスタイルで
継続することの大切さを実感！

宮城学院高等学校 3年 生徒会長 大髙 有導さん
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学校法人宮城学院の新理事長に
宮城光信氏が選任されました

「第３回宮城学院クリスマスマーケット」が開催されました

　学校法人宮城学院は、前小林信夫理事

長の任期満了に伴い、宮城光信氏を新理

事長に選任しました。任期は2016年11

月28日から2019年11月27日までの3

年間です。

Profile
宮城 光信（みやぎ みつのぶ）
北海道函館市出身。1970年、東北大学大学院工学研究科博士課程

修了。1987年、東北大学工学部教授。2002年同工学研究科長・工

学部長。2005年より、仙台電波高専、宮城高専、仙台高専の各校

長。2010年、東北学院総務担当常任理事を経て、2013年東北工業

大学学長、宮城学院理事。日本キリスト教団仙台長町教会長老。

「宮城学院総合防災訓練」が
行われました

　10月19日（水）「宮城学院総合防災訓

練」が行われました。県内での大地震発

生を想定したこの訓練には、学生・生徒・

園児、教職員、近隣学区連合町内会の

方々など、約2,000人が参加。昨年同様、

仙台市青葉消防署、仙台市消防局消防

航空隊にもご協力いただきました。はしご

車やヘリコプターでの救出訓練など、さま

ざまな体験を通して、訓練参加者は災害

時の行動・対応法を学びました。

「2016大学祭」が開催されました
　10月15日（土）16日（日）の2日間、「Ohana～咲きほこれミヤガク

～」をテーマに開催された2016大学祭。両日とも天候にも恵まれ、

キャンパス内はたくさんの来場者で賑わいました。また14日（金）に行

われた「仮装パレード」では、およそ280人の学生が一番町アーケード

街を練り歩き、大学祭の開催をPRしました。

　12月18日（日）「第３回宮

城学院クリスマスマーケット」

が開催されました。毎年大好

評の「マルシェ・ド・ノエル」や

クリスマスにちなんだフードや

グッズを楽しく作るワーク

ショップ、心も身体も温まる

フードメニューの販売に加え、

今年は本学音楽リエゾンセンター主催のコンサート『音楽の「わ」』、こどもマルシェ、託児

サービスなどの新企画も実施。当日は天候にも恵まれた中、約1600人もの来場者が訪れ、

ここでしか体験できない「ほんもののクリスマス」を堪能しました。
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「クリスマスチャペルコンサート」が
開催されました

　12月3日（土）「クリスマスチャペルコンサート」が、本学院礼拝堂

で開催されました。今年は“恩寵の響き オルガン、クラリネット、弦

楽四重奏によるクリスマスの調べ”と題して、本学音楽科の副島謙

二特任教授（クラリネット）、飯塚由美さん（本学礼拝オルガニスト）、

山本高史さん（ヴァイオリン）、

ネストル・ロドリゲスさん（ヴァ

イオリン）、板倉均さん（ヴィオ

ラ）、高橋咲子さん（チェロ）が共

演し、見事なハーモニーを奏で

ました。

ヴォスクオーレ仙台と連携協定を締結
　12月2日（金）、本学とフットサルF

リーグのヴォスクオーレ仙台が連携協定

を締結しました。本学の平川新（あらた）

学長とヴォスクオーレ仙台の坂本理代表

取締役が出席し、協定書への調印後、互

いのサインの入ったユニホームを交換。

その後しっかりと握手を交わし、今後の

積極的な連携を約束しました。翌日の試

合は「ミヤガクデー」として開催され、よ

さこい部の演舞披露、心理行動科学科の

学生による来場者アンケートが実施され

ました。

12月15日（木） 大学・大学院クリスマス礼拝

【説　教】 佃　　真人 （日本基督教団宝塚教会牧師）
【司　式】 新免　　貢 （大学宗教センター長）
【奏　楽】 松尾　泰江 （大学礼拝オルガニスト）

12月16日（金） 宮城学院クリスマス礼拝

【説　教】 大久保　直樹 （中高宗教主事）
【司　式】 伊藤　香美子 （同窓会）
【奏　楽】 三友　安紀子 （大学音楽科副手）

公開クリスマス礼拝



こども園
MG TOPICS

同窓会
MG TOPICS

MG TOPICS
中学校・高等学校 キャリア支援

MG TOPICS

6月12日（月）

6月17日（土）

6月17日（土）

6月24日（土）

6月24日（土）

6月25日（日）

7月1日（土）

7月2日（日）

7月2日（日）

7月9日（日）

東　京

関　西

いわき

大　崎

郡　山

岩沼・名取

秋　田

気仙沼･南三陸

亘理・角田・丸森

石　巻
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大学附属認定こども園
森のこども園が開園しました

創立130周年記念行事の成果
をふまえて

　キャンパス内に建設中だった森のこども園の新園舎が完成。開園に先んじて、10

月5日（水）には新園舎の献堂式と落成披露茶話会が行われました。式には学校関係

者や建築・設計を担当した業者など、約80人が出席。音楽リエゾンセンターの認定

演奏員が歌や演奏を披露するなど、新園舎の完成に花を添えました。

　10月29日（土）には在園児の親子が参加しての開園式、11月5日（土）には新入

園児（0～2歳）の親子が参加しての入園式が、それぞれ行われました。木のぬくもり

に包まれた新しい園舎に、こどもたちは大満足。毎日楽しそうに過ごしています。

「宮城学院創立130周年記念 中高クリスマス礼拝」が行われました
　12月10日(土)、宮城学院創立130周年記念中高クリスマス礼拝が、東京エレクト

ロンホール宮城で行われました。当日は在校生や教職員に加えて、保護者や卒業

生、旧教職員など約1,450人が参加。生徒たちは、宗教部・音楽科教員の指導のも

と、この日にむけて必死に練習を重ねてきました。

　礼拝は3部構成で行われ、第1部は宗教委員によるページェント(聖誕劇)と中学

生によるクリスマスキャロルの賛美、第2部は「本当の愛－相手の身になりきると

いうこと－」と題した嶋田順好校長の

説教、第3部は高校生によるメサイア

の賛美が行われました。

　最後の中高生全員によるハレルヤ

コーラスでは、来場者も共に賛美し、豊

かな祝福に満ちた礼拝を、感謝のうち

に献げることができました。

第36回ホームカミングデー

実行委員長　田中 まゆみ
　同窓生の皆様には、常日頃より多大なご支援とご協力をいた

だき、心から感謝申し上げます。

　宮城学院は、昨年創立130周年という記念すべき年を迎え、

同窓会でもさまざまな記念行事に一丸となって取り組んでまい

りました。大変充実した中で大きな成果を挙げることができ、同

窓生として絆を深めることができたように思います。

　この成果をふまえ、同窓会としての新たな第一歩を踏み出す

べく、今年の第36回ホームカミングデー開催に向けて準備を進

めているところです。当日は、皆さまと心の交流を図り、充実し

たホームカミングデーにしたいと考えております。

　ご友人にもお声掛けいただき、たくさんの同窓生の皆様にご

参加いただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。

■日時：2017年5月21日（日）
開会11：30（受付11：00～）

閉会15：30（予定）

■場所：宮城学院キャンパス
■会費：4,500円

当日のスケジュール
　【総　会】11：30～12：10
　【礼　拝】12：10～12：40

説教：日本基督教団 酒田教会
塚本　恭子牧師

【懇親会】12：50～
【演奏会】14：30～15：00
内容：ソプラノ独唱・ピアノ演奏

第36回ホームカミングデーのご案内

開催日

7月22日（土）

7月29日（土）

7月30日（日）

8月27日（日）

9月2日（土）

9月 3日（日）

9月16日（土）

10月7日（土）

10月7日（土）

11月25日（土）

北海道

九州・沖縄

山　形

新　潟

塩　釜

福　島

仙　南

青　森

岩　手

名古屋

支部名開催日支部名

2017年  支部会開催予定

「第22回就職ガイダンス ～女性人事担当者によるトークセッション～」を実施
　本格的な就職活動のスタートに向けて、大学3年生・大学院1年生を対象に実施している「就職ガイダンス」。1月16日（月）には、企業3社の採用担当者を

お招きし、トークセッションを行いました。今回お越しいただいたゲストスピーカーは、全員女性。就職活動を開始する学生たちに伝えたいこと、求める人物像な

ど、企業側そして女性ならではの視点からの話に加え、担当者ご本人の経験談なども交えて語っていただきました。

ガイダンス終了後には「担当者の方々が、どんな思いで採用活動をしているのかを知ることができる、良い機会に

なりました」という声も聞かれるなど、参加学生たちは、就職活動に向けて気持ちを新たにしていました。

今回は約90社が参加予定！ 3/9・10 「2017企業研究会」開催！
　3月9日（木）10日（金）の2日間、本学主催の企業研究会（学内合同企業説明会）が開催されます。参加

対象は、本学の大学3年生および大学院1年生限定。「本学の学生を採用したい！」という県内外の約90

社が参加します。参加する企業の担当者が本学の卒業生というケースも多く、自らの体験談も交えて学

生の質問に答えてくれる点は、他の説明会にはない大きな魅力です。

【参加予定企業】 ※五十音順
あいおいニッセイ同和損害保険（株）、ＩＢＥＸエアラインズ（株）、伊藤ハムデイリー（株）、（株）エイチ・アイ・エス、（株）NTT
東日本‐東北、（株）鐘崎、カメイ（株）、（株）JTB東北、（株）七十七銀行、（株）セゾンファクトリー、（株）仙台銀行、東京海上
日動火災保険（株）、（株）東北ロイヤルパークホテル、日本銀行仙台支店、日本放送協会、東日本旅客鉄道（株）、（株）藤崎、
ホシザキ東北（株）、宮城県警察本部、宮城交通（株）、杜の都信用金庫、（株）やまや、ゆうちょ銀行 ほか

濱田 佐代氏（株式会社ＪＴＢ東北 総務部総務課）
後藤 寧子氏（株式会社仙台銀行 総務部人事統括課）
丹野 明子氏（東京海上日動火災保険株式会社 東北業務支援部人事総務グループ）

ゲスト
スピーカー



隊
の
演
奏
会
に
出
掛
け
ま
し
た
。

会
場
は
霞
目
駐
屯
地
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
格
納
庫
で
し
た
が
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
全
員
が
楽

し
そ
う
に
演
奏
を
聴
い
て
い
る
姿

に
感
動
し
ま
し
た
。
迫
力
あ
る
音
、

凛
々
し
い
姿
、
厳
格
な
演
奏
。
そ

れ
は
、
自
分
の
た
め
で
は
な
く
人

を
元
気
づ
け
る
た
め
の
演
奏
で
、

「
私
が
や
り
た
い
こ
と
は
こ
れ
だ
。

音
楽
隊
に
入
り
た
い
」
と
、
決
意

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
北
方
面
音
楽
隊
の

フ
ル
ー
ト
担
当
に
欠
員
が
で
て
自

衛
隊
試
験
に
合
格
。
2
0
1
6
年

4
月
か
ら
3
カ
月
の
間
、
敬
礼
な

ど
の
基
本
動
作
の
訓
練
、
射
撃
訓

練
な
ど
、
自
衛
官
と
し
て
の
基
礎

訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
国
や
国
民

を
守
る
と
い
う
自
衛
隊
の
任
務
が

あ
っ
た
上
で
の
音
楽
の
仕
事
な
の

で
、
寝
食
を
と
も
に
す
る
仲
間
と

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
訓
練
を
乗
り

越
え
ま
し
た
。
次
の
3
カ
月
は
音

楽
教
育
で
、
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
、

楽
器
学
な
ど
、
大
学
で
学
ん
だ
こ

と
が
ベ
ー
ス
で
し
た
。
そ
し
て
教

育
課
程
を
修
了
し
て
音
楽
科
の
職

種
き
章
を
つ
け
た
と
き
、
演
奏
服

を
着
た
と
き
の
喜
び
は
ひ
と
し
お

で
し
た
。

　

音
楽
隊
で
は
、
定
期
演
奏
会
を

は
じ
め
年
３
回
の
大
き
な
演
奏

会
、
儀
式
で
の
演
奏
、
学
校
で
の

派
遣
演
奏
、
仙
台
七
夕
ま
つ
り
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の
演
奏
会
が

年
間
80
回
前
後
あ
り
ま
す
。
レ

パ
ー
ト
リ
ー
は
数
百
曲
。
初
め
て

の
派
遣
演
奏
で
は
フ
ル
ー
ト
の
ソ

ロ
を
ま
か
さ
れ
、
3
月
の
定
期
演

奏
会
で
も
ソ
ロ
を
担
当
し
ま
す
。

大
役
で
す
が
、
未
経
験
の
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
と
の
出
会
い
や
、
演
奏

す
る
こ
と
が
楽
し
く
て
し
か
た
が

な
い
毎
日
で
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、
大
学
の
授
業
や

学
生
生
活
の
す
べ
て
が
、
今
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
学
生

の
自
主
的
な
活
動
を
応
援
す
る

「
M
G
-
L
A
C
（
リ
エ
ゾ
ン
・
ア

ク
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）」
を
通
し

て
、
小
学
校
や
福
祉
施
設
な
ど
で

演
奏
し
た
経
験
が
役
立
っ
て
い
ま

す
。学
生
時
代
の
友
人
た
ち
と
は
、

ま
た
い
つ
か
演
奏
会
を
企
画
し
よ

う
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
夢
は
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
で
す
が
、演
奏
を
聴
い
て
下

さ
る
方
々
の
笑
顔
を
見
た
り
、終
了

後
に
「
感
動
し
た
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。そ
し
て
、
感
動
す
る
側

に
い
た
自
分
が
、い
つ
か
人
を
感
動

さ
せ
る
側
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま

す
。入
隊
後
、
上
司
か
ら
言
わ
れ
た

「
目
標
が
あ
る
人
は
強
い
。
不
撓
不

屈
の
精
神
を
持
て
」
と
い
う
言
葉
を

支
え
に
、大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て

成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

は
今
、
憧
れ
の
陸
上
自

衛
隊
東
北
方
面
音
楽
隊

で
フ
ル
ー
ト
を
担
当
し
、
音
楽
漬

け
の
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

フ
ル
ー
ト
を
始
め
た
の
は
中
学

生
の
と
き
で
、
中
学
・
高
校
と
吹

奏
楽
部
で
演
奏
し
て
い
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
も
フ
ル
ー
ト
を
続
け

た
い
と
先
生
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
音
楽
科

を
薦
め
ら
れ
て
入
学
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
卒
業
を
控
え
、
音
楽
と

無
関
係
の
仕
事
に
就
く
こ
と
も
考

え
て
い
た
と
き
、陸
上
自
衛
隊
音
楽

学
、
高
校
、
大
学
と
10
年

間
、
宮
城
学
院
に
通
い

ま
し
た
。
宮
城
学
院
の
明
る
く
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
が
性
に

合
い
、
毎
朝
起
き
て
友
達
と
会
え
る

の
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ほ
ど
楽
し
い
学

生
生
活
で
し
た
。
大
学
で
は
管
理
栄

養
士
の
資
格
を
取
得
し
て
、
卒
業
後

は
専
門
学
校
で
2
年
半
ほ
ど
料
理

を
教
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
縁
が
あ

っ
て
臨
済
宗
妙
心
寺
派
圓
通
院
に

嫁
ぎ
ま
し
た
。

　

伊
達
政
宗
公
の
嫡
孫
、
光
宗
の
霊

廟
と
し
て
1
6
4
5
年
に
開
山
し

た
圓
通
院
。
在
家
か
ら
嫁
い
だ
私
に

と
っ
て
、
歴
史
あ
る
お
寺
で
の
生
活

は
僧
堂
に
入
っ
た
よ
う
で
し
た
。
厳

し
い
義
母
の
も
と
で
、
掃
除
や
洗

濯
、
作
法
を
一
か
ら
仕
込
ま
れ
「
と

ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
に
嫁
い
だ
」
と

心
が
折
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
と
義
母
を
つ
な
い
で
く
れ

た
の
は
、
お
茶
で
し
た
。
宮
城
学
院

の
茶
道
部
で
は
趣
味
と
し
て
お
茶

を
楽
し
み
ま
し
た
が
、
茶
道
師
範
の

義
母
の
も
と
で
夜
12
時
ま
で
厳
し

い
稽
古
に
励
み
、
直
門
教
授
ま
で
取

得
し
ま
し
た
。
義
母
が
亡
く
な
る
と

き
に
「
あ
り
が
と
う
、
お
茶
を
よ
ろ

し
く
ね
」
と
言
わ
れ
て
、
若
い
こ
ろ

の
苦
労
は
吹
き
飛
び
、
義
母
か
ら
教

わ
っ
た
「
茶
禅
一
味
」
を
座
右
の
銘
に

跡
を
継
ぎ
ま
し
た
。
昨
年
は
ア
フ
リ

カ
旅
行
で
ヒ
ン
ト
を
得
た
「
ア
フ
リ

カ
茶
会
」
を
催
し
た
り
、
伝
統
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
新
し
い
企
画
に
も

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
「
伊
達
精
進
懐
石　

雲
外
」は「
料

理
や
お
茶
が
好
き
だ
か
ら
、
や
っ
て

み
た
ら
」
と
い
う
夫
の
助
言
で
私
の

代
に
始
め
ま
し
た
。
食
通
の
伊
達
家

の
精
神
に
基
づ
く
精
進
料
理
を
、

庭
を
望
む
部
屋
で
、
季
節
感
と
手

づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
て
提
供
し
て
い

ま
す
。
毎
月
の
献
立
を
料
理
長
と
一

緒
に
考
え
た
り
、
庭
に
手
を
か
け
、

毎
朝
庭
の
山
野
草
や
花
を
採
り
館

内
を
飾
り
つ
け
る
な
ど
、
自
分
の
好

き
な
分
野
を
生
か
し
て
い
ま
す
。
雲

外
は
、「
別
世
界
、
桃
源
郷
」
と
い

う
意
味
で
す
。
山
門
を
く
ぐ
っ
た
ら

雲
外
へ
よ
う
こ
そ
と
、
茶
花
ひ
と
つ

に
も
お
も
て
な
し
の
心
を
込
め
て

い
ま
す
。

　

日
本
三
景
・
松
島
の
圓
通
院
、

雲
外
に
は
、
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
で

世
界
各
国
の
方
が
訪
れ
ま
す
。
英

語
を
話
す
機
会
が
多
く
、
宮
城
学

院
で
外
国
人
教
師
か
ら
英
語
の
発

音
を
教
わ
っ
た
こ
と
が
と
て
も
役

に
立
っ
て
い
ま
す
し
、
今
も
積
極
的

に
英
語
に
触
れ
る
よ
う
意
識
し
て

い
ま
す
。

　

宮
城
学
院
で
の
経
験
は
も
ち
ろ

ん
、
私
が
雲
外
の
女
将
、
茶
道
の
師

範
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、
義
母
の
厳

し
い
教
え
が
あ
っ
た
か
ら
。
い
つ
も

そ
ば
で
応
援
し
て
く
れ
る
夫
、
足

を
運
ん
で
く
れ
る
お
客
さ
ま
、
東

日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
ら
れ
た

こ
と
、す
べ
て
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
に
身
に
つ
い
た
キ
リ
ス
ト

教
と
、
仏
教
。
宗
教
は
違
っ
て
も
、

感
謝
を
忘
れ
な
い
心
は
同
じ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

感
謝
を
伝
え
る
た
め
に
も
、
日

本
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
新
し
い
こ

と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

で
す
。
政
宗
公
が
愛
し
た
松
島
の

絶
景
と
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
も

登
録
さ
れ
て
い
る
和
食
、
庭
園
、
お

茶
な
ど
日
本
の
伝
統
文
化
の
良
さ

を
国
内
外
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

福島県立福島南高等学校出身。中学・高校と吹奏楽部
でフルートを担当。2015年3月に宮城学院女子大学音
楽科を卒業、2016年3月に音楽科研究生1年次を修
了。2016年4月陸上自衛隊に入隊、訓練課程を修了し
2016年10月に陸上自衛隊東北方面音楽隊に配属さ
れ、フルーティストの即戦力として活躍している。

2014年度 宮城学院女子大学 音楽科卒
陸上自衛隊 東北方面音楽隊配属 １等陸士

岩崎 日菜子さん

中学・高校・大学の10年間宮城学院で学ぶ。卒業後は、
管理栄養士の資格を生かして仙台市内にある専門学校
のクッキングスクールの教師を約2年半務めた後、臨済
宗妙心寺派圓通院に嫁ぐ。1989年に圓通院境内にあ
る「伊達精進懐石　雲外」常務取締役に着任。一茶菴
教授として後進の指導にも尽力。

1972年度 宮城学院女子大学 家政学科卒
伊達精進懐石 雲外 常務取締役

天野 京子さん

世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
伝
統
文
化
を

感
謝
と
と
も
に
次
世
代
へつ
な
ぐ

私

MG talk Relation vol.2

2016年の初釜。義母の教えで無心にお茶を点てる憧れの演奏服を着ての演奏に気が引き締まる思い

さまざまな分野で活躍する宮城学院の卒業生を紹介します。

Glory to God ● vol.156 10

聴
く
人
を
元
気
づ
け
る
演
奏
を
目
指
し

憧
れ
の
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊
に

私

Glory to God ● vol.1569

卒業生紹介

中



創立130周年記念事業募金者芳名

退職される方々

【2016年9月1日～2017年1月31日受付分】 ◎募金総額80,326,382円(2017年1月31日現在)
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Information

大学 中学校・高等学校 事務局

皆様のご理解とご協力に深く感謝し、厚く御礼申し上げます。

今月末をもって、次の方々が宮城学院から退職されます。
これまでのご尽力に心より感謝すると共に、今後のご活躍・
ご健勝をお祈りいたします。（敬称略）

宮城県出身で、日本を代表する
彫刻家・佐藤忠良作のブロンズ
像。1986（昭和61）年、宮城学院
創立100周年を記念して建てられた。それ以来、
建学の泉と並ぶ宮城学院のシンボルとして、在学
生やOGたちに親しまれている。

【今回の表紙】
 帽子の像

「食の泉 世界の恵みを味わって」
好評発売中！

河北新報に連載された本学教授陣のコラムが一冊の本に！ 2015年5月から約1年間にわたり、河北新報朝刊で連載されたコラム「食
の泉」。歴史・文学・音楽から食品・経済・文化人類学などにいたるまで、
本学教授陣が多彩な切り口で「食」にまつわるコラムを執筆しました。それ
らをまとめた冊子が、河北新報出版センターから発行されました。定価は
税別1,000円。お近くの書店や宮城学院生協等でお求めください。

野沢　真弓 （音楽科　教授）

安部　新一 （現代ビジネス学科　教授）

中島　望 （現代ビジネス学科　教授）

桂　　啓壯 （一般教育部　教授）

髙田　紀代志 （一般教育部　教授）

鈴木　理恵 （教頭）

こども園

色川　幸子 （教頭）

井上　富美子
北條　祐子
鈴木　明子
髙橋　麻里
久木　拓也

金300,000円
　有限会社ふじや千舟様

金100,000円
　サンセイメンテナンス株式会社様
　三精テクノロジーズ株式会社仙台営業所様

金50,000円
　有限会社桜ケ丘フラワー様

金30,000円
　株式会社ユアテック様

金20,000円
　東陽エンジニア株式会社様
　大石栄一事務所様
　玉浦西まちづくり住民協議会様

金10,000円
　菊地造園様
　株式会社東誠社様

金8,000円
　関口　美恵子様

金5,000円
　横山　美貴子様

金30,000円
　松屋　佳那子様

金20,000円
　今野　賢悦様
　富田　忠正様
　平田　衛様

金10,000円
　山口　信彦様
　南都　一己様
　川崎　菜央様
　山﨑　和喜子様
　三浦　尚子様
　髙井　和洋様
　川村　芳則様
　村上　和敏様
　水野　茂様
　菊池　義明様
　小玉　智己様
　匿名3名様

　阿部　奈保子様
　武松　真由美様
　千葉　淑子様
　三橋　道子様
　大庭　芳子様
　関　真紀様
　平　紀子様

金5,000円
　山本　幸子様
　金古　幸恵様
　金古　玲子様
　佐川　八重子様
　匿名1名様

一般・法人

金3,000,000円
　宮城学院同窓会様

金200,000円
　故 飯渕　孝子様

金100,000円
　佐藤　明子様

金30,000円
　丹野　君枝様
　三浦　美佐子様
　安藤　智子様
　匿名1名様

金23,496円
　霊屋下中高寄宿舎「みんなの集い」様

金20,000円
　宍戸　美歌子様
　山本　えい子様
　山﨑　恵様
　匿名1名様

金10,000円 
　阿部　智子様
　中林　チヨ様
　渡邉　佳子様

同窓会大学 金100,000円
　渡部　順一様
　佐藤　博志様
　阿部　隆様・阿部　洋子様
　太田　富美子様

金80,000円
　匿名1名様

金50,000円
　船橋　洋介様
　正司　純子様

金40,000円
　亀谷　恵美様

金30,000円
　織田　信夫様
　匿名1名様

金20,000円
　内海　祥子様

金500,000円
　宮城　光信様

金300,000円
　重川　たい子様
　田中　弘志様
　本田　辰雄様
　匿名2名様

金200,000円
　匿名1名様

役員・教職員・旧教職員

金10,000円
　匿名1名様

高等学校




